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https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%E7%A7%8B%E5%B1%B1%E8%B2%B4%E6%B4%8B%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%E5%8F%A4%E7%94%B0%E5%9C%9F%E9%AB%98%E5%BF%97%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%E4%B8%89%E5%AF%8C%E5%BC%98%E4%B9%8B%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%E4%B8%89%E5%AF%8C%E5%BC%98%E4%B9%8B%5d/AU
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井薫、三富弘之：ルミラ SARS-CoV-2 RNA STAR Complete におけるリアルタイム

RT-PCR 法との Ct 値の相関に関する検討．第 58 回関甲信支部・首都圏支部医学検査

学会，2022，栃木．  

596. 和智翼、磯﨑勝、川嶋雄二、髙島好恵、三富弘之：当院における SARS CoV-2 感染患

者の細菌検出状況に関する検討．第 58 回関甲信支部・首都圏支部医学検査学会，2022，

栃木．  

597. 高橋洋介、磯﨑勝、堀井薫、飯塚はるみ、鈴木公大、浜崎舞、松井りの、三富弘之：

LAMP 法の Tt 値と PCR 法の Ct 値の相関に関する検討．第 58 回関甲信支部・首都

圏支部医学検査学会，2022，栃木．  

598. 久保田一輝、磯﨑勝、本多譲、宮崎小百合、涌井架奈子、高橋信一、堀井薫、徳留卓

俊、三富弘之：捺印細胞診が迅速組織診断に役立った鼻腔の悪性黒色腫の１例．第３

９回 神奈川県臨床細胞学会学術集会，2022，横浜．  

599. 磯﨑勝、宮崎小百合、本多譲、久保田一輝、高橋信一、涌井架奈子、堀井薫、三富弘

之：肝限局性結節性過形成の  2 例の捺印細胞像の検討．第 61 回日本臨床細胞学会秋

期大会，2022，仙台．  

600. 磯﨑勝、高橋洋介、浜崎舞、松井りの、瀬戸由紀、秋山喜代美、横川久美子、三富弘

之．SARS-CoV-2 ウイルス抗原定量検査高値検体に関する検討．第 72 回日本医学検査

学会．2023 年 5 月 21～22 日，群馬（現地発表）  

601. 髙島好恵、磯﨑勝、和智翼、山田匡子、三富弘之．高度脂肪肝に合併した Aeromonas 

感染症の一例．第 72 回  日本医学検査学会．2023 年 5 月 21～22 日，群馬（現地発表） 

602. 高橋信一、磯﨑勝、宮崎小百合，本多譲、涌井架奈子、久保田一輝、三富弘之．粘表

皮癌を合併したワルチン腫瘍の 1 例．第 64 回日本臨床細胞学会春期大会．2023 年 6

月 9 日～11 日，愛知（現地発表）
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科学研究費等研究助成金の取得状況  

文部科学省研究振興局(独 )日本学術振興会科学研究費  

1) 基盤研究（C）平成 18, 19 年度 課題名：大腸癌浸潤先進簇出巣の p16
INK4a 蛋白発現異

常・遺伝子メチル化と予後・治療効果のとの関連．代表 金澤秀紀 分担．  
2) 基盤研究（B）平成 20-22 年度 課題名：多数例のヒト組織の解析による変形性関節症

の進行促進因子の特定．代表 福井尚志 分担．  
3) 挑戦的萌芽研究 平成 21 年度 課題名：変形性関節症罹患軟骨の層間の比較によるタ

ンパク分解酵素発現機序の解明．代表 福井尚志 分担．  
4) 基盤研究（C）平成 21-23 年度 課題名：鋸歯状ポリープ発癌過程における microRNA

のエピジェネティクス制御．代表．  
5) 挑戦的萌芽研究 平成 23-25 年度 課題名：胃底腺型胃癌における Hedgehog/Wnt シグ

ナル伝達系の関与．代表 伊藤浩一 分担．  
6) 基盤研究（C）平成 24-26 年度 課題名：Serrated pathway 大腸癌関連マイクロ RNA の

同定と治療への展開．代表．  
7) 基盤研究（C）平成 27-29 年度 課題名：潰瘍性大腸炎発癌過程におけるマイクロ RNA

とシグナル伝達系活性化の解明．代表．  

8) 基盤研究（C）平成 28-30 年度 課題名：膵管内乳頭粘液性腫瘍発癌過程でのマイクロ

RNA とシグナル伝達系活性化の関連の解明．代表 福村由紀 分担．  

 
上記以外の研究費  
 
1) 北里大学医学部父兄会助成金 平成 6 年度 課題名：表面型大腸腫瘍の癌遺伝子異常に

関する検討．代表．  
2) 北里大学医学部父兄会助成金 平成 10 年度 課題名：上皮細胞動態及びその関連癌蛋

白遺伝子発現からみた潰瘍性大腸炎における大腸発癌・進展機構の解析．代表 佐田美
和 分担 . 

3) 北里大学医学部父兄会助成金 平成 11 年度 課題名：クローン病の病変形成における
腸壁内血管病変と endothelial NOS 発現に関する検討．代表 横山薫 分担．  

4) 北里大学大学院プロジェクト研究 平成 14 年度 課題名：大腸癌の発育進展：組織構
築と表層での検討．代表 秋野史幸 分担．  

5) 北里大学消化器内科同門会助成金 平成 17 年度 課題名：大腸癌における細胞周期関
連蛋白発現と臨床病理学的事項との関連性．代表．  

6) 北里大学医学部父兄会助成金 平成 17 年度 課題名：進行下部直腸癌に対する術前放
射線化学療法の有効性予知と p16

INK4a 異常との関連について．代表 金澤秀紀 分担． 
7) 北里大学医学部父兄会助成金 平成 19 年度 課題名：胃癌における p16

INK4a 遺伝子メ
チル化・蛋白発現異常と予後・治療効果の関連．代表 岸本一郎 分担．  

8) 北里大学医学部父兄会助成金  平成 19 年度  課題名：胃発癌機構における
p14

ARF
/p16

INK4a 遺伝子プロモーターのメチル化の関与．  代表 石戸謙次 分担．  
9) 順天堂大学プロジェクト研究 平成 22 年度 課題名：Triple-negative 乳癌における

BRCA メチル化と PARP 発現との関連．代表 Alkam Yimit 分担．  
10) 順天堂大学プロジェクト研究 平成 22 年度 課題名：骨軟部腫瘍の局所再発・転移お

よび治療抵抗性の分子機構の解明．代表 大久保武人 分担．  
11) 順天堂大学プロジェクト研究 平成 23 年度 課題名：Basal-like 乳癌におけるミスマッ

チ修復遺伝子メチル化と化学療法効果の関連．代表 Alkam Yimit 分担．  
12) 順天堂大学プロジェクト研究 平成 23 年度 課題名：Serrated pathway 大腸癌のエピジ

ェネティクス・シグナル伝達系の解析．代表 森本崇 分担．  

 


